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著者注：
この新聞記事はやや古く、現在ではこのような小さな腎がんは部分切除され
ることが多くなっています。また、当時はインターフェロンを中心とした免
疫療法しかありませんでしたが、この記事の約10年後から分子生物学の成果
と言える分子標的薬が登場し、進行腎がんの治療成績も向上しています。


